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コ ロ ナ の 生 活 の 中 で 

「
今
年
は
敬
老
会
で
き
な
い
の
？
」 

「
サ
ロ
ン
、
楽
し
み
だ
っ
た
の
に
・
・
」 

・
・
の
よ
う
な
声
を
耳
に
し
ま
す
。
浅
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
浅
生

地
区
社
協
）
で
は
、
令
和
２
年
４
月
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
を
中
心
に
、
日
常
の
「
声
掛
け
見
守
り
訪
問
」
の
ほ
か
「
ふ
れ
あ
い
敬

老
会
」
や
「
す
こ
や
か
サ
ロ
ン
」
等
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
必
要
性
か
ら
事
業
の
中
止
や
内
容
の
大
幅
な

変
更
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

◎
ふ
れ
あ
い
敬
老
会 

７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
誕
生
月
別
に
一
年
間
を
４
回
に

分
け
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
一
回
目
（
６
月
）
と
第
二
回
目
（
９

月
）
は
、
三
密
を
避
け
て
開
催
で
き
る
会
場
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
今

年
は
敬
老
記
念
品
の
配
布
の
み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
９
月
下
旬
に
、
地

区
の
福
祉
協
力
員
さ
ん
か
ら
、
４
月
か
ら
９
月
生
ま
れ
の
対
象
者
の
皆
さ

ん
の
元
に
記
念
品
を
届
け
て
も
ら
う
予
定
で
す
。
な
お
、
第
三
回
（
１１
月
）

と
第
四
回
（
来
年
３
月
）
の
敬
老
会
は
未
定
で
す
。 

◎
す
こ
や
か
サ
ロ
ン 

単
身
高
齢
者
等
を
対
象
に
健
康
づ
く
り
と
集
い
の
場
を
提
供
す
る
す

こ
や
か
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
年
６
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
戸
畑
区
内
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
発
生
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
従
前
の
よ
う
な
室
内
型
の
行
事
の
実
施
の
め
ど
は
立
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
の
推
移
を
見
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催

の
健
康
づ
く
り
事
業
へ
の
協
力
や
共
催
を
含
め
て
今
後
の
事
業
を
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◎
声
か
け
見
守
り
訪
問 

高
齢
者
世
帯
へ
の
見
守
り
訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
か
ら

直
接
接
触
を
避
け
る
た
め
、
な
お
当
分
の
間
電
話
に
よ
る
声
か
け
相
談
活

動
を
中
心
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

浅
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長 

柗
本
昭
則 

主人と二人ぐらしです。

家のうらの小さな畑で、夏

野菜を育てています。キュ

ーリがたくさんできまし

た。ナスやアスパラもでき

ました。毎日、朝と夕方水

やりをしたりして結構仕

事があります。一度にたく

さんできた日は、近所の方

にもらってもらうのも楽

しいです。 

マスクの着用により、

熱中症のリスクが高

くなります。 

「コロナ感染予防」と

「熱中症予防」どちら

も気をつけて‼ 

 

 

例
年
に
な
い
厳
し
い
夏
で
し
た 

皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か 

 

―浅生の町の皆さんの声― 

 千葉へ転居される 86

才（女性）の方から「長い

間お世話になりました。」

と連絡がありました。この

一言が私にとって心が和

みうれしかったです。転居

前に今一度お話をと思い、

後ほど訪問したところ、も

う概に空家でした。何とな

く寂しくなり、後のまつり

でした。高齢で遠方へと、

よほどの決断だったでし

ょう。人間は一人では生き

られない。人と人との間だ

から生きられる。生きよ、

まず生きよ、生きていれば

良いことが、きっとある‼ 

〈 浅生市民センターに 

インタビュー 〉 

 ６月 19日よりコロナウイ

ルス感染症対策を実施して、

センター活動が再開されまし

た。少人数で間を取って… 

合唱団の方は、パート別にマ

スクをして練習という状況で

す。皆さん、きちんとルール

を守って、後片付け、清掃、

消毒（床部分も）まできちん

として下さいます。“自分を守

る、みんなを守る”という気

持ちで。皆さん笑顔です。 

 最初は、コロナウイルス

がこわくて家にじっと、と

じこもっていました。体調

が悪くなり、気分が悪く、

血圧が上がったりしまし

た。コロナうつの状態…

「これではダメだ。用心し

て外に出よう‼」と思いま

した。街に短時間出かけた

り、少しずつ始まった市民

センターの講座に参加し

たりしました。だんだん気

分が明るくなり、体を動か

す事、人に会う事の大切さ

が分かりました。 

 今 私は金毘羅山に登って

います。主人について休けい

所のある 500ｍの所まで、杖

をついて行っています。昼間

ですが、森林に囲まれて意外

に涼しい感じです。セミもよ

く鳴いています。汗だくにな

りますがよい気持ちです。 

まだ 10日間ぐらい 

ですが続けたいです。 

私の家の近くに「地域ネ

コ」と呼ばれるネコが数匹

いる。コロナ自粛が叫ばれ

るようになった今年の3月

末に、その中の一匹が子ネ

コを生み、その中の三匹が

すくすくと大きく育った。

子ネコはやんちゃではある

が、とても可愛い。又 母ネ

コは、子ネコを可愛がる。

ネコたちのその様な様子を

見ていると心が温かくな

り、いやされる。又 時には

本気で心配したりする…。

今、何かと自粛を要請され

心が暗くなる中、地域ネコ

と年長者が共に仲良く暮ら

す「ウィズ地域ネコ」の生

活である。 

に
ぎ
や
か
に 

エ
ー
ル
を
贈
る 

花
カ
ン
ナ 

日本中に「がんばれ！明けない夜はない‼」とエールを送ります。 


